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誰
も
が
不
安
を
抱
え
る
時
代

　

今
回
の
調
査
で
は
、
10
年
後
の
生
活
に
つ
い

て
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
の
多
さ
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
不
安
の
要
因
は
性
別
や
年
齢
、
職
業

な
ど
、
回
答
者
の
属
性
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
が
、
ど
の
層
で
も
多
く
の
人
が
不
安
を
抱

え
な
が
ら
生
き
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
10
年
後
の
社
会
に
関
す
る
予
測
で
は
、
多

く
の
側
面
で
悲
観
的
な
予
測
が
多
数
派
と
な
っ

て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の「
解
」を
求
め
て

　

し
か
し
、
転
換
期
の
い
ま
、
不
安
や
見
通
し

の
不
透
明
さ
を
感
じ
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
自
明
と
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
自
明
で
は
な
く
な
り
、「
こ
う

す
べ
き
」「
こ
う
す
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
う
共

通
解
が
な
く
な
る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ

ぞ
れ
の
「
解
」
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
で
も
、
生
き
方
や
価
値
観
、
未

来
に
関
す
る
予
測
の
多
様
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
側

面
で
表
れ
た
。

　

た
と
え
ば
、
未
婚
者
の
結
婚
観
や
、
子
ど
も

に
対
す
る
考
え
方
。
か
つ
て
の
よ
う
に
「
結
婚

し
、
子
ど
も
を
も
つ
こ
と
が
当
然
」「
～
歳
ま

で
に
結
婚
、
子
ど
も
を
」
と
い
う
意
識
は
弱
ま

り
、
結
婚
や
子
ど
も
を
も
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
が
多

様
化
す
る
だ
け
で
な
く
、「
結
婚
し
な
い
」「
子

ど
も
を
も
た
な
い
」
人
生
を
選
ぶ
人
も
出
て
き

て
い
る
（
Ｐ
５
、６
参
照
）。

　

10
年
後
の
生
活
に
関
す
る
予
測
で
は
、
高
齢

者
の
暮
ら
し
の
場
と
し
て
「
自
宅
」
と
「
施
設
」

と
ど
ち
ら
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
く
の
か
（
Ｐ

22
参
照
）、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
夫
婦
が
、

託
児
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
夫
婦
共

に
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
続
け
る
の
か
、
あ
る
い

は
在
宅
勤
務
や
育
児
休
暇
、
時
間
短
縮
な
ど
を

利
用
し
て
夫
婦
で
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
続

け
る
の
か
、
予
測
が
分
か
れ
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
（
Ｐ
25
参
照
）。

　

仕
事
に
対
す
る
考
え
方
や
、
仕
事
と
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
考
え
方
も
多
様
化
し
て
い

る
。「
仕
事
を
い
つ
ま
で
続
け
た
い
か
」
を
尋

ね
た
結
果
で
は
、「
何
歳
に
な
っ
て
も
、
働
け

る
限
り
働
き
続
け
た
い
」
と
考
え
る
「
生
涯
現

役
」
志
向
の
回
答
者
と
、「
で
き
る
だ
け
早
く

退
職
し
た
い
」
と
考
え
る
「
悠
々
自
適
」
志
向

の
回
答
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
約
3
割
を
占
め
て
い

る
（
Ｐ
９
参
照
）。
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

で
は
、「
生
活
重
視
派
」
が
７
割
近
く
を
占
め

る
中
、
少
数
派
で
は
あ
る
が
「
仕
事
重
視
派
」

も
存
在
し
て
い
る
。「
生
活
重
視
派
」「
仕
事
重

視
派
」
に
限
ら
ず
、
自
分
自
身
が
理
想
と
す
る

バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き
て
い
る
人
ほ
ど
「
現
在

の
生
き
方
の
点
数
」
が
高
い
と
い
う
結
果
（
Ｐ

７
参
照
）
は
、
満
足
で
き
る
生
き
方
が
ひ
と
つ

で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
異
な
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

不安と向き合う人びと
− ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に み る ５ つ の 生 き 方 −

ＨＲＩ研究部　研究員　鷲尾 梓

Ⅰ10年後の日本をイメージする
—不安の時代を克服するために—

レポート
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不
安
と
選
択
の
時
代
の
生
き
方

　

一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
解
を
見
出
す
生

き
方
は
、
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て

自
ら
の
判
断
基
準
で
決
め
、
そ
の
結
果
に
責
任

を
負
っ
て
生
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
今
回

の
調
査
で
は
、「
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
大
切
な

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
自
分
で
決
め
て
き
た
」「
最

後
に
頼
り
に
な
る
の
は
自
分
の
力
だ
け
だ
と
思

う
」
と
す
る
回
答
者
が
６
割
を
超
え
、
選
択
の

時
代
を
主
体
的
に
生
き
る
人
び
と
の
姿
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
時
代
が
求
め
る
こ
の
主
体
性

の
強
さ
は
、
一
方
で
、「
他
に
頼
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
い
う
意
識
と
背
中
合
わ
せ
の
関
係

に
あ
る
。
そ
れ
は
、冒
頭
に
述
べ
た
今
日
の「
不

安
」
の
大
き
さ
と
、
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
調
査
で
は
、「
周
囲
と
の
摩
擦
が

起
こ
る
く
ら
い
な
ら
自
分
の
意
見
を
引
き
下
げ

た
ほ
う
が
よ
い
」
と
、
他
者
と
の
摩
擦
を
厭
う

回
答
者
が
半
数
近
く
を
占
め
る
結
果
が
示
さ
れ

て
い
る
。
生
き
方
の
多
様
化
に
伴
い
、
生
き
方

や
価
値
観
の
異
な
る
他
者
と
の
摩
擦
の
機
会
が

増
え
れ
ば
、
摩
擦
を
厭
う
者
同
士
の
関
わ
り
は

ま
す
ま
す
希
薄
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
可
能
性

が
あ
る
。

　

多
様
な
選
択
肢
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
解
を

求
め
て
い
く
時
代
に
、一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
、

他
者
と
の
関
わ
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
だ

ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
今
回
の
調
査
に
盛
り
込

ん
だ
、
生
き
方
や
人
と
の
関
わ
り
方
に
関
す
る

10
項
目
を
用
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
掘
り
下

げ
る
こ
と
に
す
る
。

関
係
性
の
二
つ
の
側
面

　

生
き
方
や
考
え
方
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て

因
子
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
３
つ
の
因
子
が

抽
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
を
「
独
立
志
向
性
」「
調

和
志
向
性
」「
関
係
志
向
性
」
の
因
子
と
し
た
。

○
「
独
立
志
向
性
」

　
「
最
後
に
頼
り
に
な
る
の
は
自
分
の
力
だ
け

だ
と
思
う
」「
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
大
切
な
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
自
分
で
決
め
て
き
た
」
の
よ
う

に
、
主
体
性
の
強
さ
、
人
生
を
自
ら
切
り
拓
い

て
い
く
と
い
う
意
識
の
強
さ
を
指
す
。

○
「
調
和
志
向
性
」

　
「
他
人
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
を
か
な

り
気
に
す
る
ほ
う
だ
」「
周
囲
と
の
摩
擦
が
起

こ
る
く
ら
い
な
ら
、
自
分
の
意
見
を
引
き
下
げ

た
ほ
う
が
よ
い
」「
自
己
責
任
の
中
で
自
由
に

生
き
る
よ
り
も
、
ル
ー
ル
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
中
で
生
き
る
ほ
う
が
好
き
だ
」
の
よ
う
に
、

摩
擦
を
避
け
、他
者
に
同
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、

良
好
な
関
係
を
保
つ
こ
と
を
優
先
す
る
傾
向
を

指
す
。

○
「
関
係
志
向
性
」

　
「
家
族
以
外
に
互
い
に
い
つ
で
も
相
談
で
き

る
仲
間
が
い
る
」「
仕
事
場
や
家
族
は
わ
い
わ

い
と
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
る
ほ
う
が
居
心
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最後に頼りになるのは自分の力だけだと思う

チームで集まって議論するよりも
一人でじっくり考える方が好きだ

仕事場や家族はわいわいとにぎやかな
雰囲気であるほうが居心地がよい

自分の判断尺度は社会の中で
十分に通用すると思う

家族以外に互いにいつでも相談できる仲間がいる

周囲との摩擦が起こるくらいなら、
自分の意見を引き下げたほうがよい

自分と異なった考えを持つ人たちと
話をするのは好きだ

他人からどう見られているかを
かなり気にするほうだ

自己責任の中で自由に生きるよりも、
ルールがはっきりしている中で生きるほうが好きだ
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0.83

1.16
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不明どちらともいえない あてはまらないどちらかといえばあてはまらないどちらかといえばあてはまるあてはまる

0.11.2

0.22.7

0.12.2

0.23.4

0.51.8

0.2

0.23.6

0.12.9

0.3

0.24.5

図表 1：生き方・考え方に関する項目

※「あてはまる」（5点）〜「あてはまらない」（1点）の5段階で評定。
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因子1
独立志向性

因子2	
調和志向性

因子3	
関係志向性

最後に頼りになるのは自分の力だけだと思う 0.688　 0.100　 -0.101　 

これまでの人生で大切なことはほとんど自分で決めてきた 0.560　 -0.084　 0.135　 

他人からどう見られているかをかなり気にするほうだ -0.042　 0.575　 0.029　 

周囲との摩擦が起こるくらいなら、自分の意見を引き下げたほうがよい 0.054　 0.496　 -0.023　 

自己責任の中で自由に生きるよりも、ルールがはっきりしている中で生きるほうが好きだ 0.019　 0.465　 0.029　 

家族以外に互いにいつでも相談できる仲間がいる -0.032　 -0.004　 0.574　 

仕事場や家族はわいわいとにぎやかな雰囲気であるほうが居心地がよい -0.056　 0.117　 0.501　

自分と異なった考えを持つ人たちと話をするのは好きだ 0.122　 -0.075　 0.460　 
※最尤法・プロマックス回転による因子分析結果。因子負荷が複数の因子に高い項目については分析から除外した。

地
が
よ
い
」「
自
分
と
異
な
っ
た
考
え
を
も
つ

人
た
ち
と
話
を
す
る
の
は
好
き
だ
」の
よ
う
に
、

他
者
と
接
す
る
こ
と
を
好
み
、
自
ら
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
傾
向
を
指
す
。

　
「
調
和
志
向
性
」
と
「
関
係
志
向
性
」
は
、

い
ず
れ
も
他
者
の
存
在
を
重
視
す
る
傾
向
を
示

し
て
い
る
が
、「
調
和
志
向
性
」
は
他
者
と
の

摩
擦
や
関
係
悪
化
の
回
避
と
い
う
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
消
極
的
な
動
機
付
け
か
ら
関
係
を
と

ら
え
て
い
る
の
に
対
し
、「
関
係
志
向
性
」
は

他
者
と
の
関
係
を「
居
心
地
が
よ
い
」「
好
き
だ
」

と
積
極
的
に
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
異

な
っ
て
い
る
。

生
き
方
の
５
タ
イ
プ

　

次
に
、
得
ら
れ
た
３
つ
の
因
子
の
因
子
得
点

を
用
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
（
※
）
を
行
い
、

回
答
者
を
５
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
分
類
し
た
。

　

５
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
そ
の
特
徴
に
基
づ

い
て
、「
徹
人
（
て
つ
じ
ん
）」「
独
人
（
ど
く

じ
ん
）」「
柔
人
（
じ
ゅ
う
じ
ん
）」「
流
人
（
り
ゅ

う
じ
ん
）」「
絆
人
（
き
ず
な
じ
ん
）」
と
し
た
。

ど
の
ク
ラ
ス
タ
ー
も
全
体
の
約
２
割
程
度
を
占

め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
次
ペ
ー
ジ
に

示
す
通
り
で
あ
る
。

※
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
と
は
…
複
数
の
観
測
さ
れ
た
デ
ー

タ
（
変
数
、
ケ
ー
ス
）
の
類
似
度
を
も
と
に
、
い
く
つ

か
の
グ
ル
ー
プ
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
に
分
類
す
る
多
変
量

解
析
の
手
法
。

図表 2：「生き方」の 3因子

図表 3：「生き方」の 3因子に基づくクラスター

-0.2-0.4-0.6-0.8 0.0 0.2 0.4 0.6 0.8
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0.566

-0.778
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0.120

0.485
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0.361
0.514
0.602

0.462
0.296

-0.102

20.2％
徹人

19.2％
独人

21.6％
柔人

17.9％
流人

19.7％
絆人

1.4％
不明

図表 4：クラスターの構成比
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徹
人　
（
て
つ
じ
ん
）

平均年齢 46.2 歳、男性 57.5%

　人生を自ら切り拓いていくという意識が非常

に強く、自らの決めた道を貫徹する。他者と関

わりはもつが、摩擦を気にかけたり、その意見

や評価にとらわれたりすることは少ない。これ

までもこれからも、自らの力でやっていく、やっ

ていけるという意識をもつ人。このタイプは女

性より男性でやや多く、50 代・60 代の占める割

合が高い。

絆
人　
（
き
ず
な
じ
ん
）

平均年齢 38.1 歳、男性 34.9%

　他者と積極的に関わり、良好な関係を保つこ

とを重視する。主体性は全てのグループの中で

最も弱い。これまでも、これからも、人生は自

ら切り拓いていくものというよりも、他者との

関係の中で定まっていくものととらえる。他者

を尊重し、他者に頼る側面ももつ、「絆」に生き

る人。女性が 65％を占め、20 代・30 代の占める

割合が高い。

流
人　
（
り
ゅ
う
じ
ん
）

平均年齢 43.3 歳、男性 53.7%

　人生を自ら切り拓いていくという意識が弱

く、一方、他者の評価や意見に沿う道を歩もう

とする傾向も弱い。他者と関係を結ぶことに対

しては後ろ向きである。自分についても他者と

の関係についても「こうあるべき」「こうしたい」

という意識が弱く、これまでも、これからも、

流れに身を任せて生きていくことを志向する。

年齢構成に目立った特長はなく、女性より男性

でやや多い。

独
人　
（
ど
く
じ
ん
）

平均年齢 44.5 歳、男性 60.1%

　「徹人」同様、主体的な生き方を志向する。他

者との関係に対しては極めて消極的で、摩擦を

厭い、自ら積極的に関わっていくことはしない。

自由を好み、独りでやっていくことを志向する

が、「誰が何と言おうと」と言い切る自信に欠

け、自己と他者との間で揺れる一面をもってい

ると言える。男性が6割を占め、年齢では40代・

50 代の占める割合が高い。

柔
人　
（
じ
ゅ
う
じ
ん
）

平均年齢 38.5 歳、男性 44.3％

　自分なりの生き方・考え方をもちながら、他

者との関係を結ぶことに対しても積極的。他者

の評価を気にかけ、摩擦を避けようとする傾向

も全てのタイプの中で最も強い。若い年代の占

める割合が高いことから、自らの生き方・考え

方が固まっておらず、他者との関わりの中から

最適解を模索していこうとする柔軟な姿が読み

取れる。男性より女性でやや多く、20 代・30 代

が多い。
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「
現
在
の
生
き
方
の
点
数
」と

「
10
年
後
の
不
安
」

　

次
に
、
5
つ
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
「
現
在
の

生
き
方
の
点
数
」
と
「
10
年
後
の
生
活
へ
の
不

安
」の
2
つ
の
側
面
か
ら
比
較
を
行
う
こ
と
で
、

冒
頭
で
述
べ
た
「
不
安
と
選
択
の
時
代
」
を
生

き
る
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

　
「
現
在
の
生
き
方
の
点
数
」
を
み
る
と
、
相

対
的
に
「
徹
人
」「
柔
人
」「
絆
人
」
の
3
つ
の

タ
イ
プ
で
点
数
が
高
く
、「
独
人
」「
流
人
」
の

2
つ
の
タ
イ
プ
で
低
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
８

参
照
）。「
10
年
後
の
生
活
へ
の
不
安
」
も
、「
不

安
を
感
じ
る
」
と
し
た
回
答
者
の
割
合
に
着
目

す
る
と
、「
徹
人
」「
絆
人
」
で
相
対
的
に
不
安

感
が
弱
く
、こ
れ
に
「
柔
人
」
が
続
い
て
い
る
。

（
図
表
７
参
照
）

　

人
生
を
自
ら
切
り
拓
い
て
い
く
と
い
う
意
識

が
最
も
強
い
「
徹
人
」
と
、
人
と
の
絆
に
生
き

る
「
絆
人
」。
現
在
の
生
き
方
へ
の
満
足
度
が

高
く
、
将
来
に
不
安
を
感
じ
に
く
い
生
き
方
と

し
て
、
一
見
対
角
線
上
に
位
置
す
る
2
つ
の
タ

イ
プ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
な
ぜ
な
の

だ
ろ
う
か
。

「
徹
人
」と
い
う
生
き
方

　
「
徹
人
」
は
、
5
つ
の
タ
イ
プ
の
中
で
「
10

年
後
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
る
」
と
す
る
割
合

が
最
も
低
い
生
き
方
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
人

生
を
主
体
的
に
歩
ん
で
き
た
と
い
う
自
負
が
あ

50.0

42.5

39.9

55.7

46.3

65.1

50.0

57.5

60.1

44.3

53.7

34.9

全体（n=3600）

徹人（n=727）

独人（n=692）

柔人（n=777）

流人（n=644）

絆人（n=710）

女性男性

図表5：各クラスターの性別構成
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図表6：各クラスターの年齢構成

20代 30代 40代 50代 60代前半

り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
、
自
ら
切
り
拓
い
て

い
く
と
い
う
覚
悟
と
自
信
を
も
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
が
、
現
在
の
生
活
へ
の
満
足
度
の
高
さ

に
つ
な
が
り
、
将
来
へ
の
不
安
を
感
じ
に
く
く

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、「
徹
人
」と
同
じ
く
主
体
性
の
強
い「
独

人
」
は
、「
10
年
後
の
生
活
へ
の
不
安
」
が
全

て
の
タ
イ
プ
の
中
で
最
も
強
い
。「
徹
人
」
と

「
独
人
」
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、「
徹
人
」
が

他
者
と
関
わ
り
つ
つ
、
そ
の
意
見
や
評
価
に
と

ら
わ
れ
な
い
の
に
対
し
、「
独
人
」
は
、
そ
も

そ
も
他
者
と
接
す
る
こ
と
に
対
し
て
後
ろ
向
き

で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。「
独
人
」
の
「
他

者
の
意
見
や
評
価
は
関
係
な
い
」
と
言
い
切
れ

な
い
自
信
の
弱
さ
や
、
他
者
と
の
摩
擦
を
生
じ

る
煩
わ
し
さ
、
気
持
ち
の
余
裕
の
な
さ
が
、
極

力
他
者
と
関
わ
ら
な
い
こ
と
を
選
ば
せ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
。

　

こ
の
結
果
は
、「
自
ら
人
生
を
切
り
拓
い
て

い
く
」
と
い
う
意
識
は
、
自
ら
の
も
つ
力
へ
の

自
信
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、
決

し
て
他
者
の
存
在
を
切
り
離
す
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
者
と
接

し
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
つ
つ
も
、「
自
分

は
こ
の
道
を
行
く
」
と
言
え
る
生
き
方
が
、「
徹

人
」
の
生
き
方
が
示
唆
す
る
「
不
安
と
選
択
の

時
代
」
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。

「
絆
人
」と
い
う
生
き
方

　
「
絆
人
」
の
生
き
方
は
「
徹
人
」
と
は
対
照
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的
と
も
言
え
る
生
き
方
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ

プ
の
将
来
へ
の
不
安
感
は
「
徹
人
」
に
次
い
で

低
い
。

　
「
徹
人
」
と
は
異
な
り
、「
絆
人
」
の
不
安
感

の
低
さ
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
他
者
の
存

在
で
あ
る
。「
絆
人
」
に
は
、「
自
ら
人
生
を
切

り
拓
い
て
い
く
」
と
い
う
自
信
に
か
わ
っ
て
、

「
自
分
は
一
人
で
は
な
い
」
と
い
う
信
念
が
あ

り
、
こ
の
信
念
が
、
将
来
へ
の
不
安
を
感
じ
に

く
く
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
人
生
は
自
ら
切
り
拓
い
て
い
く
も
の
と
い

う
よ
り
も
、
他
者
と
の
関
係
の
中
で
定
ま
っ
て

い
く
も
の
」
と
い
う
考
え
方
は
、
否
定
的
に
と

ら
え
れ
ば
、
主
体
性
を
欠
い
た
依
存
的
な
も
の

で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
肯
定
的
に
と

ら
え
れ
ば
、
個
人
の
単
位
を
超
え
て
家
族
や
集

団
の
単
位
で
も
の
ご
と
を
と
ら
え
る
生
き
方
で

あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
「
絆
人
」
の
生
き
方
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
個
人
の
単
位
で
考
え
、
行

動
し
た
と
す
れ
ば
失
わ
れ
て
い
く
可
能
性
の
あ

る
「
絆
」
を
つ
な
ぎ
と
め
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
冒
頭
で
触
れ
た
「
仕
事
と
生
活

の
バ
ラ
ン
ス
の
あ
り
方
」ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、

ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
か
は
完
全
に
個
人
の

問
題
で
は
な
く
、
家
族
や
職
場
の
人
び
と
に
も

関
わ
っ
て
く
る
。
家
族
の
構
成
員
の
誰
も
が
個

人
と
し
て
の
選
択
を
優
先
さ
せ
れ
ば
、
家
族
と

い
う
単
位
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。

家
族
に
限
ら
ず
、
二
人
以
上
の
人
間
が
長
期
的

に
継
続
す
る
関
係
を
結
ぼ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ

全体（n=3600）
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柔人（n=777）
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絆人（n=710）
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図表 7：10 年後の生活への不安
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は
必
ず
直
面
す
る
問
題
で
あ
る
。

　

集
団
の
中
に
「
徹
人
」
と
「
絆
人
」
が
い
る

こ
と
で
関
係
が
保
た
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
場

面
に
応
じ
て
立
場
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
選
択
の

時
代
に
二
人
以
上
の
人
間
が
共
に
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、「
絆
人
」
の
も
つ
「
絆
」
の
視
点

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

不
安
の
時
代
の
先
へ

　

転
換
期
に
あ
る
時
代
の
「
不
安
」
に
は
、「
経

済
的
な
不
安
」「
健
康
へ
の
不
安
」
の
よ
う
に

直
接
的
な
要
因
の
ほ
か
に
、
自
分
の
力
で
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
事
態
や
、
こ
れ
ま
で

の
解
釈
図
式
で
は
対
処
で
き
な
い
問
題
に
直
面

す
る
可
能
性
へ
の
漠
然
と
し
た
不
安
が
含
ま
れ

る
。「
徹
人
」
の
「
自
ら
人
生
を
切
り
拓
い
て

い
く
」
と
い
う
意
識
の
強
さ
、「
絆
人
」
の
個

人
を
超
え
た
単
位
で
物
事
を
と
ら
え
る
生
き
方

の
中
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
解
を

模
索
し
つ
つ
も
、相
互
に
孤
立
し
な
い
生
き
方
、

社
会
の
あ
り
方
へ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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